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７月７日（水）、能代山本広域交流センターにお

いて、一市三町の首長や地域の関係者が出席し「あ

きた白神観光連絡調整協議会」が開催されました。

当法人の令和２年度事業報告ならびに令和３年度事

業計画について協議され、原案通り承認されました。

また、協議会終了後には「インバウンドマーケ

ティングの基本戦略」と題して、せとうちDMO立ち

上げの中心人物として活躍された、株式会社TXＪの

村木智裕氏による講演が行われました。「あきた白

神エリアは、最近の旅行トレンドにあった地域であ

る」「知らなければ、売ってもらえない。多くの

人々に情報を届ける（プロモーションする）には費

用がかかるので、関係者で負担しあうこと。そうす

れば、個々の負担を減らすことができる。 」「最低

限あきた白神エリアでまとまって取り組むことは必

須」など、今後の観光のあるべき姿に理解を深めま

した。
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あきた白神観光連絡調整協議会が開催されました

７月２３日（金）、三種町との協働でサンドクラフトinみたね

の会場から海外向けfacebookページでライブ配信を行いました。

これは、今年で25回目を迎えるサンドクラフトを広く海外の方に

向けて情報発信したいがどうしたらよいかなど、三種町の担当者

から相談を受けている中で企画されたもので、釜谷浜海水浴場で

事前リハーサルを行い、当日に臨みました。

配信では、砂像の紹介や参加アーティストの保坂俊彦さんとの

英語インタビューのほか、三種町特産のじゅんさいの紹介をしま

した。アーカイブの再生数は２０００回を超えており、オースト

ラリアや台湾、フィリピン、カナダなど、世界の多くの方々に視

聴されました。

三種町の担当者は「ライブ配信初挑戦、しかも英語というのは

個人的にハードルが高く緊張しましたが、リアルタイムで反応を

見ることができて楽しかった。７月２４日は会場に多くの外国人

の姿があり、配信の反響かな？と嬉しく思いました。」という感

想をいただきました。今後はこういったカジュアルな情報発信も

行っていけたらと考えています。

Facebookライブ配信で「サンドクラフトinみたね」を紹介



白神の恵み通信Vol.

当法人では、台湾やオセアニアを中心とした欧米

の英語圏など、ターゲット国を掲げていますが、中

でもとりわけ富裕層の方々に観光に来ていただける

ようにと考えております。その取り組みの一環とし

て、７月２７日（火）に欧米豪の富裕層向けに旅行

商品を販売しているオーストラリアの旅行会社とオ

ンラインセッションを行いました。

結果として、非常にいい印象を持っていただけま

した。ただ、現在欧米豪の富裕層が求めているテー

マ「SDGsを意識して取り組んでいる観光地」という

部分ではまだまだ足りない部分もあるので、ぜひそ

ういった取り組みを加速してほしい。という明確な

フィードバックもいただきましたので、今後、エリ

アとしてどのような取り組み方をしていくのか、検

討していきたいと思います。
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欧米の富裕層に来てもらうために～オンラインセッション実施～

8月20日でアキが退職することになりました。彼女からのメッセージです。

２年前、ALTの仕事を終えて、北秋田市からあきた

白神エリアに移住してあきた白神ツーリズムでエリ

アの魅力を海外へ発進し始めました。もちろん、コ

ロナで世界がこの状況になるとは想像してませんで

したが、その中でも皆さんの協力のおかげで「あき

た白神エリア」の世界での認知度は高まったと思い

ます。

私は今まで日本の様々な場所に行っていますが、

その中でも秋田は特別だと感じています。豊かな自

然、美味しい食と日本酒、面白い祭と伝統行事…。

しかし、一番印象に残っているのは地元の人々と一

期一会の交流をすることができたこと。地域の方々

から文化や歴史の話、地域の昔の話（文化やお祭り

など）など、秋田にいる４年間、色々な方から聞く

ことができて、秋田または日本とより深いつながり

を感じることができました。また、このエリアに住

んで、地域の将来のために熱心に頑張っている方々

を見るのがとても刺激的で、秋田ではほかでは実現

できない夢が叶うチャンスがたくさんあると、何度

も感じさせられました。

この２年間、大変お世話になりました。今まで本

当にありがとうございました。アメリカに帰っても

第二の故郷の秋田県をどんどん宣伝していき、秋田

ファンを増やしていきます。


